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平成26年12月橋本市議会定例会会議録（第５号）その２ 

平成26年12月４日（木） 

                                          

                                        

（午前９時30分 開議） 

○議長（石橋英和君）おはようございます。 

 ただ今の出席議員数は22人で全員でありま

す。 

                     

○議長（石橋英和君）これより本日の会議を

開きます。 

 この際、報告いたします。今回提出された

請願は、お手元に配付の請願文書表のとおり

３件であります。これを会議規則第141条の規

定により、請願第16号 消費税増税10％引き

上げ中止に関する意見書の提出を求める請願

について 及び請願第17号 集団的自衛権の

行使に反対する意見書の提出を求める請願に

ついて は総務委員会に、請願第18号 「農

協改革」に関する意見書の提出を求める請願

について は経済建設委員会に、それぞれ付

託いたします。 

                     

 日程第１ 会議録署名議員の指名 

○議長（石橋英和君）これより日程に入り、

日程第１ 会議録署名議員の指名 を行いま

す。 

 本日の会議録署名議員は、会議規則第88条

の規定により、議長において６番 小西君、

15番 田中君の２人を指名いたします。 

                     

 日程第２ 認定第１号 平成25年度橋本市

一般会計決算の認定について から、日程

第15 認定第14号 平成25年度橋本市病院

事業会計決算の認定について までの14件 

○議長（石橋英和君）日程第２ 認定第１号 

平成25年度橋本市一般会計決算の認定につい

て から、日程第15 認定第14号 平成25年

度橋本市病院事業会計決算の認定について 

までの14件を一括議題といたします。 

 ただ今議題となりました平成25年度各会計

決算の認定については、去る９月定例会にお

いて設置されました平成25年度決算審査特別

委員会の閉会中の継続審査に付していたもの

であります。 

 本件について、委員長の報告を求めます。 

 平成25年度決算審査特別委員会委員長、４

番 楠本君。 

〔４番（楠本知子君）登壇〕 

○４番（楠本知子君）おはようございます。 

 去る９月19日の本会議において、本委員会

に付託され継続審査となった認定第１号から

認定第14号までの平成25年度各会計決算の認

定14件について を審査するため10月21日、

22日に委員会を開催し、慎重審査の結果、認

定第１号、第２号、第12号、第13号は賛成多

数で原案認定、第３号から第11号、第14号は

全会一致で原案のとおり認定すべきものと決

しましたので、以下その概要を報告いたしま

す。 

 認定第１号 一般会計については、歳出か

ら款別に審査を行い、質疑、意見等の主なも

のは次のとおりでした。 

 歳出において、一般管理人件費の当初予算

額と決算額で約２億円増加していることにつ

いて ただしがあり、当初予算では定年退職

者分を計上しているが、それ以外に勧奨及び

普通退職者分として約１億8,000万円と時間

外勤務手当が増加したことによるものである 

との答弁がありました。 

 婚活支援や新婚世帯住宅取得補助など人口

減少対策や定住人口増加対策に係る課題と今
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後の展望について ただしがあり、婚活事業

については国、県ともに進めていく方向であ

り、その動向を見つつ進めていくことを考え

ているが、参加メンバーに変化が少なくマン

ネリ化する傾向が見られることから、対象を、

これまでの市内在住から結婚して橋本市に住

む意志のある市外の方へ広げ、また県や他市

町との連携をとり、若者目線での視点と視野

を広げてさらに検討していきたい。一方、新

婚世帯住宅取得補助に関しては、これら施策

の費用対効果という点と、定住施策における

近隣との差別化による地方間競争という点に

おいて一旦終了し、実施した３年間の実績等

を踏まえて今後の施策を検討したい との答

弁がありました。 

 学童保育所における保育料負担額の格差と

施設設備に関し ただしがあり、保育料につ

いては公設民営ということもあり、各施設の

実状に応じて決められている。負担軽減策と

して、低所得者や利用人数の多い世帯を対象

にした助成制度の創設に向け取り組んでいる。

また、設備については、設置及び運営に関す

る条例が来年４月施行することに伴い、必要

な措置を講じていく との答弁がありました。 

 敬老会補助金の算定と支出方法について 

ただしがあり、70歳以上を対象に1,000円を支

出することになっており、各地域で敬老会等

を開催するための助成と考えているが、敬老

会が市内各地で開催されていた頃とは異なり、

敬老会の持ち方も多様化しており、見直しを

行うべき時期が来ていると認識している と

の答弁がありました。 

 子宮頸がんワクチン接種に係る状況につい

て ただしがあり、副反応が生じた場合には

医療機関から国への報告を義務付けているが、

接種者延べ129人に関しそのような報告はな

い。また、接種年齢が何歳とはっきり決まっ

ていることから個別案内を行っているが、副

反応の問題が生じていることから、市として

積極的な勧奨は差し控える旨の文章を加えて

いる との答弁がありました。 

 生ごみ処理機購入補助金など、ごみ減量化

の取り組みの効果について ただしがあり、

平成24年度比で約2.5％、18年の市町合併時と

比較して、生活系ごみで約３割、ごみ全体で

も約２割の減量となっている との答弁があ

りました。 

 市民の森植林事業に係る現状と今後の取り

組みについて ただしがあり、枯れた樹木の

植え直しや動物の食害への対策を行っている。

含水量の少ない土質ということも念頭に現状

を十分調査し、枯れないような工夫を考えて

いきたい との答弁がありました。 

 紀の川橋本ＳＵＭＭＥＲ ＢＡＬＬに係る

経済波及効果と今後の方針について ただし

があり、カッパ祭と紀の川祭りを統合して新

たに市民の祭りとして生まれ変わったという

経緯もあり、かつての紀の川祭りに匹敵する

ほどの経済効果はないものの、合併後におけ

る人と人とのつながりなど市民精神的な効果

という点で、経済効果にまさるものがあるか

もしれない。今後、これらのことも含め検証

しながら、祭りの内容を修正していくかどう

か実行委員会を構成する商工会議所、商工会

と一緒になって検討していきたい との答弁

がありました。 

 社会資本総合整備計画の変更内容について 

ただしがあり、23年度から27年度までの５カ

年で完了予定としていた本整備計画中、杉村

公園駐車場造成整備に関し、隣接する丸尾池

堤体の耐震性に問題があることがわかり、和

歌山県において耐震工事が28年度・29年度の

２カ年で行うこととなり、これに影響を受け

る駐車場造成整備を２期工事とし、計画を５

年間延長するものである との答弁がありま

した。 
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 伊都消防組合との統合に向けての働きかけ

とその進捗について ただしがあり、これま

で積極的に取り組んできたが現状は進展して

いない。しかしながら、消防指令体制につい

ては伊都地域全体でまとまっていくことにな

ったことから、まずは、この消防指令体制を

きちんとした形で実績を上げていくことが、

統合への機運を高めるのではないかと考えて

おり、それらを踏まえ次のステップを考えて

いきたい との答弁がありました。 

 図書館の職員体制と土曜・日曜の利用状況

について ただしがあり、25年度は常勤職員

では館長を含め嘱託職員４名と臨時職員３名、

土曜・日曜勤務の臨時職員２名である。土曜・

日曜の勤務体制は常勤職員の半数と土曜・日

曜勤務の臨時職員２名となっている。土曜・

日曜の利用状況については、テスト発表期間

の土曜・日曜や夏休みは、たくさんの中・高

校生の来館があり、自習席が不足し、教育文

化会館の空いている部屋を借りて自習室に充

てることもあるが、課題があると認識してい

る との答弁がありました。 

 歳入において、いきいき運動機器等使用料

の収入実績から多くの方にいきいきルームを

利用いただいていることがわかるが、混雑な

どにより利用できない方はいないのか との

ただしがあり、障がい者について健常者と一

緒だと利用しにくいとの意見があったことか

ら、毎月１日だけ健常者の利用がない時間帯

を設定し、女性利用者が多い点については、

女性用ロッカールームを増設した。今後につ

いては、午前中に利用のない時間帯もあるこ

とから、職員体制も考慮した上で、必要とす

る方により活用していただけるよう運営を検

討していきたい との答弁がありました。 

 斎場の使用実績について ただしがあり、

人体では12歳以上が854件、12歳未満が１件、

胎児が６件、その他動物で1,128件であった 

との答弁がありました。 

 歳入、歳出全般において、税外債権の回収

にどう取り組んでいくのか とのただしがあ

り、債権回収を所管する部署の設置は27年末

から28年当初を考えており、全ての債権を取

り扱うか、または困難案件のみを取り扱うか

は現在検討中である との答弁がありました。 

 各施設にそれぞれ設置されたエレベーター

の保守点検業務を同一業者が一括して行うこ

とで経費を削減することは可能か とのただ

しがあり、エレベーターは毎年１回点検が義

務付けられ、それぞれの業者から検査結果や

修繕内容の報告を受けている。過去に保守点

検業務の一括委託を検討したが、業者が他社

製品の保守点検には対応できないとのことか

ら、一括して行うことは不可能と結論付けた。

現在は、行政改革を推進する中で、受水槽、

清掃、総合案内、宿日直などにエレベーター

の保守点検を含めた総合的な庁舎管理として

業者に委託し、経費削減に努めている との

答弁がありました。 

 討論に入り、認定に反対の立場から、若年

層の定住化促進のための補助金制度や農林振

興に関する事業は評価できるが、市民病院の

独立行政法人化のための5,000万円の基金積

み立てや、企業誘致に35億円もの投資をして

いるのに、市内中小零細企業に効果が期待で

きる住宅リフォーム助成制度に取り組まない

といったことなど、税金の使い方に納得でき

ない部分もあり、反対する との討論があり

ました。 

 賛成の立場から、可能な限り公平公正に予

算を執行し、人口減少問題の解決に向け事業

の取捨選択をしていかなければならないとい

う点において評価できる。市民病院に関して

も、本市や伊都地域の安全・安心のために必

要な医療体制を組むという点で、市民の理解

が得られると考え、賛成する との討論があ
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りました。 

 同じく、賛成の立場から、歳入歳出差引額

が３億2,768万1,000円であり、翌年度に繰り

越すべき財源を差し引いた実質収支額は２億

6,261万4,000円の黒字決算となり、適正に処

理されたと考え、賛成する との討論があり

ました。 

 特別会計、企業会計に関する質疑、意見等

の主なものは次のとおりでした。 

 認定第２号 国民健康保険特別会計につい

ては、給付費をはじめ保険事業が非常に大き

く増加した要因について ただしがあり、24

年度と比較して、保険給付費3.04％、一般被

保険者療養給付費4.86％、後期高齢者支援金

7.80％、介護納付金9.7％とそれぞれ増加して

いる。全国的な傾向でもあるが、高齢者人口

の増加によるものであると認識している と

の答弁がありました。 

 討論に入り、反対の立場から、国民健康保

険税が高額であるが、一方で基金に７億5,000

万円も積み立てられている。短期保険証や資

格証明書の発行を受けている方も少なくない

状況があり、国民健康保険行政の運営が十分

にできていないと考え、反対する との討論

がありました。 

 賛成の立場から、国民健康保険税が高額で

負担が重いというのは認識しているが、国民

皆保険というすばらしい制度の中の一つの制

度であり、皆が医療を受けられる制度を守っ

ていくためには、この重い負担もやむを得な

い。仮にこの保険制度がなければ、貧しい方

は医療を受けられないことになる。この保険

制度を守っていかなければならないことから、

賛成する との討論がありました。 

 認定第３号 簡易水道事業特別会計につい

ては、質疑、意見等はありませんでした。 

 認定第４号 住宅新築資金等貸付事業特別

会計については、24年度と比較して貸付金の

回収が進んだ要因について ただしがあり、

直接的には２件の大口回収ができたことによ

るが、その他では担当職員による個別訪問や

文書通知により滞納額の確認や調査を行った

こと、滞納整理に関する研修会への参加や課

内協議を十分に行ったことなど、内部努力の

成果であると考えている との答弁がありま

した。 

 認定第５号 公共下水道事業特別会計、認

定第６号 駐車場事業特別会計、認定第７号 

墓園事業特別会計、認定第８号 農業集落排

水事業特別会計、認定第９号 土地区画整理

事業特別会計については、質疑、意見等はあ

りませんでした。 

 認定第10号 介護保険特別会計については、

24年度までは食の自立支援事業委託料として

行っていた高齢者配食サービス見守委託料が

減額となった理由について ただしがあり、

介護保険制度の開始以来、配食サービスとい

う名称で、対象者に週３回程度、市の持ち出

しである委託料600円と本人負担400円により、

弁当を届ける事業を実施してきた。弁当の宅

配業者の出現やコンビニの出店など時代背景

の変化に伴い、従来から設定した委託料が高

額ではないかとの監査委員の指摘があったこ

とから、国の基準に合わせて見直しを行った

結果、25年度から見守りのサービスを付加し

た配食サービスへ移行した。対象者は大きく

減少していないが、本人負担を50円増加し、

委託料は半額の300円に設定を見直したこと

による との答弁がありました。 

 認定第11号 指定訪問看護事業特別会計に

ついては、質疑、意見等はありませんでした。 

 認定第12号 後期高齢者医療特別会計につ

いては、保険料減免の実績について ただし

があり、７割軽減は4,044人、５割軽減は290

人、２割軽減は649人である との答弁があり

ました。 
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 討論に入り、反対の立場から、高齢者の医

療費抑制のために始まった制度であり、75歳

以上の方を医療の内容により差別している。

国の保険制度であるため市独自の対応は難し

いが、制度そのものに問題があると考え、反

対する との討論がありました。 

 賛成の立場から、2025年問題を控え、十数

年先には本市の人口バランスが大きく崩れる

ような状況であり、後期高齢者医療をさらに

充実していく必要がある。そのための予算が

しっかり組まれていたと認識し、賛成する 

との討論がありました。 

 認定第13号 水道事業会計については、電

力料金の値上げによる動力費増加への対応策

について検討したか とのただしがあり、太

陽光発電は、太陽光パネルの設置コストが大

きく経営的に優位ではないこと、新電力は、

事業者に問い合わせたが、事業としてのメリ

ットはなく、関西電力に対抗できないとのこ

とで採用に至っていない。太陽光発電、再生

エネルギー、新電力を取り巻く状況は常に変

化しており、情報収集に努めながら、浄水場

施設更新の必要もある中で課題解決の可能性

について検討していきたい との答弁があり

ました。 

 討論に入り、反対の立場から、本市の水道

料金は県下で２番目に高いと言われており、

その原因は14万4,000人に水道を供給する目

的で大滝ダムにおける2.9％の取水権を取得

し、これまで約100億円の費用負担をしてきた

ことによる。しかし、本会計では現金で約31

億円保有し、市民病院事業に６億円も貸し付

けている状況であり、水道料金を引き下げる

努力が不足していることから、反対する と

の討論がありました。 

 賛成の立場から、水道料金をできる限り抑

えるため、大滝ダム使用料の軽減に市長はも

ちろん、議会も取り組んできている。今後の

なお一層の取り組みに期待して、賛成する 

との討論がありました。 

 認定第14号 病院事業会計については、医

師不足問題の対応について ただしがあり、

医師の紹介については、紹介会社の活用とヘ

ッドハンティングの手法で取り組んでいる。

紹介会社については、成功報酬として医師の

想定年収の20％から25％程度で契約しており、

医師１人の確保実績がある。ヘッドハンティ

ングについては、事前に着手金を支払い、医

者が見つかれば、別途成功報酬を支払う契約

となっている。当院では腎臓内科医が不在の

ため、医師確保に努めているが、現在のとこ

ろ成果がない との答弁がありました。 

 以上、議員皆さまのご賛同、よろしくお願

いを申し上げます。 

○議長（石橋英和君）ただ今の委員長報告に

対する質疑を行います。 

 質疑ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（石橋英和君）ないようですので、こ

れをもって質疑を終結いたします。 

 これより認定第１号の討論に入ります。 

 まず、認定することに反対の立場で討論す

る方ありませんか。 

 ３番 髙本君。 

〔３番（髙本勝次君）登壇〕 

○３番（髙本勝次君）それでは、一般会計決

算の反対討論ということで、平成25年度橋本

市一般会計決算について、反対の立場から討

論を行います。 

 決算全体を見ますと、若者の定住を推進す

る施策を実施、そして、農林業への振興など、

市民生活を守る立場からの一定の成果は確か

にあります。 

 しかし、市民の暮らしを守る、また、中小

零細企業への施策から見ると、納得できない

決算全体になっています。 
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 そして、企業誘致事業でこれまでに約35億

円が投じられていますが、中小零細企業へは

まだまだ不十分であります。企業誘致によっ

て平成25年度に新たに８社が操業を開始し、

地元雇用も生まれ、一定の成果が確かにあり

ました。しかし、市内の中小零細企業にとっ

ては、多くの市民がそこで働いておられます。

行政の側からここへの施策が重要であると私

は思います。 

 我が党が常に要望しています住宅リフォー

ム助成制度でありますが、多くの中小零細企

業で、また商店において、直接仕事が来ると

いうことで全国的にも628自治体で実施され

ている成果がございます。また、地域活性化

の起爆剤として、全国的にもこの形で広がっ

ていることであります。 

 市当局にいく度か要望してまいりましたが、

なかなか調査費も計上されていない状況であ

ります。市民の命と暮らしを守る立場から、

行政の責任が大きいと思います。 

 こういったことから、以上のことから、平

成25年度橋本市一般会計決算の反対討論とい

たします。 

 よろしくお願いいたします。ありがとうご

ざいました。 

○議長（石橋英和君）次に、賛成の立場で討

論する方ありませんか。 

 ５番 森下君。 

〔５番（森下伸吾君）登壇〕 

○５番（森下伸吾君）私は、賛成の立場から

討論をさせていただきます。 

 財政状況の厳しい中、人口減少対策や企業

誘致など事業に積極的に取り組んでおり、公

正公平に予算を執行していると評価できます。 

 この決算を予算に反映していただくことを

期待し、賛成討論といたします。 

○議長（石橋英和君）次に、反対の立場で討

論する方ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（石橋英和君）次に、賛成の立場で討

論する方ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（石橋英和君）討論がないようですの

で、討論を終結いたします。 

 これより認定第１号 平成25年度橋本市一

般会計決算の認定について を採決いたしま

す。 

 委員長報告は認定であります。本決算は委

員長報告のとおり決することに賛成の諸君の

起立を求めます。 

（賛成者起立） 

○議長（石橋英和君）起立多数であります。 

 よって、認定第１号は委員長報告のとおり

認定することに決しました。 

 次に、認定第２号の討論に入ります。 

 まず、認定することに反対の立場で討論す

る方ありませんか。 

 ２番 阪本君。 

〔２番（阪本久代君）登壇〕 

○２番（阪本久代君）認定第２号 平成25年

度橋本市国民健康保険特別会計決算の認定に

ついて、反対の立場から討論を行います。 

 国民健康保険制度は、国民皆保険制度を支

える大事な医療保険制度ですが、高い国保税

負担が市民を苦しめています。加入者の半数

が保険税の軽減措置を受けていることからも

わかるように、国民健康保険の加入者は低所

得の方が多く、値下げを望む声が多く寄せら

れています。 

 平成24年度に、１世帯当たり約6,000円の引

き下げが行われました。この平成24年度、平

成25年度とも決算では基金の繰り入れをせず、

実質収支は黒字となっています。平成25年度

決算では実質収支額は２億5,263万円、さらに

基金は値下げ前と比べて１億5,000万円ほど

増え、７億5,700万円あまりとなっています。 
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 これらを使ってさらに国保税を引き下げる

ことを求めて、反対討論とします。 

○議長（石橋英和君）次に、賛成の立場で討

論する方ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（石橋英和君）ほかに討論する方あり

ませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（石橋英和君）討論がないようですの

で、討論を終結いたします。 

 これより認定第２号 平成25年度橋本市国

民健康保険特別会計決算の認定について を

採決いたします。 

 委員長報告は認定であります。本決算は委

員長報告のとおり決することに賛成の諸君の

起立を求めます。 

（賛成者起立） 

○議長（石橋英和君）起立多数であります。 

 よって、認定第２号は委員長報告のとおり

認定することに決しました。 

 次に、認定第３号の討論に入ります。 

 まず、認定することに反対の立場で討論す

る方ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（石橋英和君）次に、賛成の立場で討

論する方ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（石橋英和君）討論がないようですの

で、討論を終結いたします。 

 これより認定第３号 平成25年度橋本市簡

易水道事業特別会計決算の認定について を

採決いたします。 

 委員長報告は認定であります。本決算は委

員長報告のとおり決することにご異議ありま

せんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（石橋英和君）ご異議なしと認めます。 

 よって、本決算は委員長報告のとおり認定

することに決しました。 

 次に、認定第４号の討論に入ります。 

 まず、認定することに反対の立場で討論す

る方ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（石橋英和君）次に、賛成の立場で討

論する方ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（石橋英和君）討論がないようですの

で、討論を終結いたします。 

 これより認定第４号 平成25年度橋本市住

宅新築資金等貸付事業特別会計決算の認定に

ついて を採決いたします。 

 委員長報告は認定であります。本決算は委

員長報告のとおり決することにご異議ありま

せんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（石橋英和君）ご異議なしと認めます。 

 よって、本決算は委員長報告のとおり認定

することに決しました。 

 次に、認定第５号の討論に入ります。 

 まず、認定することに反対の立場で討論す

る方ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（石橋英和君）次に、賛成の立場で討

論する方ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（石橋英和君）討論がないようですの

で、討論を終結いたします。 

 これより認定第５号 平成25年度橋本市公

共下水道事業特別会計決算の認定について 

を採決いたします。 

 委員長報告は認定であります。本決算は委

員長報告のとおり決することにご異議ありま

せんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（石橋英和君）ご異議なしと認めます。 

 よって、本決算は委員長報告のとおり認定
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することに決しました。 

 次に、認定第６号の討論に入ります。 

 まず、認定することに反対の立場で討論す

る方ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（石橋英和君）次に、賛成の立場で討

論する方ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（石橋英和君）討論がないようですの

で、討論を終結いたします。 

 これより認定第６号 平成25年度橋本市駐

車場事業特別会計決算の認定について を採

決いたします。 

 委員長報告は認定であります。本決算は委

員長報告のとおり決することにご異議ありま

せんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（石橋英和君）ご異議なしと認めます。 

 よって、本決算は委員長報告のとおり認定

することに決しました。 

 次に、認定第７号の討論に入ります。 

 まず、認定することに反対の立場で討論す

る方ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（石橋英和君）次に、賛成の立場で討

論する方ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（石橋英和君）討論がないようですの

で、討論を終結いたします。 

 これより認定第７号 平成25年度橋本市墓

園事業特別会計決算の認定について を採決

いたします。 

 委員長報告は認定であります。本決算は委

員長報告のとおり決することにご異議ありま

せんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（石橋英和君）ご異議なしと認めます。 

 よって、本決算は委員長報告のとおり認定

することに決しました。 

 次に、認定第８号の討論に入ります。 

 まず、認定することに反対の立場で討論す

る方ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（石橋英和君）次に、賛成の立場で討

論する方ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（石橋英和君）討論がないようですの

で、討論を終結いたします。 

 これより認定第８号 平成25年度橋本市農

業集落排水事業特別会計決算の認定について 

を採決いたします。 

 委員長報告は認定であります。本決算は委

員長報告のとおり決することにご異議ありま

せんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（石橋英和君）ご異議なしと認めます。 

 よって、本決算は委員長報告のとおり認定

することに決しました。 

 次に、認定第９号の討論に入ります。 

 まず、認定することに反対の立場で討論す

る方ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（石橋英和君）次に、賛成の立場で討

論する方ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（石橋英和君）討論がないようですの

で、討論を終結いたします。 

 これより認定第９号 平成25年度橋本市土

地区画整理事業特別会計決算の認定について 

を採決いたします。 

 委員長報告は認定であります。本決算は委

員長報告のとおり決することにご異議ありま

せんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（石橋英和君）ご異議なしと認めます。 

 よって、本決算は委員長報告のとおり認定
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することに決しました。 

 次に、認定第10号の討論に入ります。 

 まず、認定することに反対の立場で討論す

る方ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（石橋英和君）次に、賛成の立場で討

論する方ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（石橋英和君）討論がないようですの

で、討論を終結いたします。 

 これより認定第10号 平成25年度橋本市介

護保険特別会計決算の認定について を採決

いたします。 

 委員長報告は認定であります。本決算は委

員長報告のとおり決することにご異議ありま

せんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（石橋英和君）ご異議なしと認めます。 

 よって、本決算は委員長報告のとおり認定

することに決しました。 

 次に、認定第11号の討論に入ります。 

 まず、認定することに反対の立場で討論す

る方ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（石橋英和君）次に、賛成の立場で討

論する方ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（石橋英和君）討論がないようですの

で、討論を終結いたします。 

 これより認定第11号 平成25年度橋本市指

定訪問看護事業特別会計決算の認定について 

を採決いたします。 

 委員長報告は認定であります。本決算は委

員長報告のとおり決することにご異議ありま

せんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（石橋英和君）ご異議なしと認めます。 

 よって、本決算は委員長報告のとおり認定

することに決しました。 

 次に、認定第12号の討論に入ります。 

 まず、認定することに反対の立場で討論す

る方ありませんか。 

 ２番 阪本君。 

〔２番（阪本久代君）登壇〕 

○２番（阪本久代君）認定第12号 平成25年

度橋本市後期高齢者医療特別会計決算の認定

について、反対の立場から討論を行います。 

 後期高齢者医療制度は、75歳以上の全ての

高齢者が加入する医療制度で、医療を受けれ

ば受けるほど保険料が高くなる仕組みになっ

ています。また、75歳以上の方の割合が増え

ても保険料が高くなる制度です。 

 一般的に高齢になれば、内科だけではなく、

眼科や整形外科など受診の機会も増えてきま

すが、保険料を低くしたければ受診を控えろ

と言わんばかりの高齢者いじめの制度です。 

 日本共産党は、後期高齢者医療制度ではな

く、もとの老人保健制度に戻すことを主張し

ており、本決算の認定に反対といたします。 

○議長（石橋英和君）次に、賛成の立場で討

論する方ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（石橋英和君）ほかに討論する方あり

ませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（石橋英和君）ないようですので、こ

れをもって討論を終結いたします。 

 これより認定第12号 平成25年度橋本市後

期高齢者医療特別会計決算の認定について 

を採決いたします。 

 委員長報告は認定であります。本決算は委

員長報告のとおり決することに賛成の諸君の

起立を求めます。 

（賛成者起立） 

○議長（石橋英和君）起立多数であります。 

 よって、認定第12号は委員長報告のとおり
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認定することに決しました。 

 次に、認定第13号の討論に入ります。 

 まず、認定することに反対の立場で討論す

る方ありませんか。 

 ３番 髙本君。 

〔３番（髙本勝次君）登壇〕 

○３番（髙本勝次君）それでは、反対の立場

でさせていただきます。 

 平成25年度橋本市水道事業会計決算の認定

について、反対の立場から討論をさせていた

だきます。 

 橋本市の水道料金は、和歌山県下で最も高

かったのが、最近でこそ県下２番目になって

いる状況でございますが、それでも料金が高

く、市民生活に、特に高齢の方、また少ない

年金で暮らしている市民の立場から、さらに

ひとり暮らしの方にとっては大変な負担にな

っているのが現状でございます。 

 原因は、もとは14万4,000人に水道水を供給

するということで始めた大滝ダム工事であり

ます。取水権2.9％とることで、これまでに約

100億円を超える負担となってきたことが原

因となっています。 

 しかし、現在水道事業は現金預金で約31億

4,567万円あり、また、市民病院へ６億円もの

貸し付けを行っています。 

 そういった意味で、市民の目線から見れば、

こんなにあるのなら水道料金を引き下げるこ

とができるんではないかという当然の声が出

てくるのは、当たり前ではないでしょうか。

年々、水道工事事業はあるにしても、料金の

引き下げは十分可能であると考えます。 

 こういったことから、以上のことから、平

成25年度橋本市水道事業会計決算の認定につ

いて、反対いたします。 

○議長（石橋英和君）次に、賛成の立場で討

論する方ありませんか。 

 18番 井上君。 

〔18番（井上勝彦君）登壇〕 

○18番（井上勝彦君）私は、水道事業につい

て賛成の立場で、賛成の討論をさせていただ

きます。 

 大滝ダムにつきましては、市長はじめ議会

も、このダムの使用料について、負担割合に

ついても鋭意努力をして一生懸命頑張ってい

るところであり、また、今３番議員がおっし

ゃったように、積立基金もいくらかはありま

すけれども、橋本市には高野口町・橋本市合

併をいたしまして、老朽管布設替え、これを

放っておきますと、もし防災とかそういう震

災のときに大変なことになると。老朽管布設

替えの工事がまだまだ残っておるわけであり

まして、そういうことも含めて一日も早くそ

の工事を完了し、そして、安心・安全な、市

民に対する水道を供給していただくというこ

とも一方では大事であるということも考えま

して、今の水道料金については、非常に水道

局としては立派な考えで進めていると、この

ように私は思います。 

 よって、賛成といたします。 

○議長（石橋英和君）次に、反対の立場で討

論する方ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（石橋英和君）次に、賛成の立場で討

論する方ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（石橋英和君）ないようですので、こ

れをもって討論を終結いたします。 

 これより認定第13号 平成25年度橋本市水

道事業会計決算の認定について を採決いた

します。 

 委員長報告は認定であります。本決算は委

員長報告のとおり決することに賛成の諸君の

起立を求めます。 

（賛成者起立） 

○議長（石橋英和君）起立多数であります。 
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 よって、認定第13号は委員長報告のとおり

認定することに決しました。 

 次に、認定第14号の討論に入ります。 

 まず、認定することに反対の立場で討論す

る方ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（石橋英和君）次に、賛成の立場で討

論する方ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（石橋英和君）討論がないようですの

で、討論を終結いたします。 

 これより認定第14号 平成25年度橋本市病

院事業会計決算の認定について を採決いた

します。 

 委員長報告は認定であります。本決算は委

員長報告のとおり決することにご異議ありま

せんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（石橋英和君）ご異議なしと認めます。 

 よって、本決算は委員長報告のとおり認定

することに決しました。 

                                          

 


